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１．はじめに

我が国の自動車運送業者は深刻な運転者不足に直
面し、特に過疎地域では国民生活の基盤の維持が困
難になりつつある。公共交通部門ではバス路線や鉄
道路線の減便や廃止が相次いでいる。一方、物流サー
ビス部門では集配時間の繰り上げや配達頻度が減少
している。

運転者不足問題への対応策として国土交通省は、
運転者の養成支援や複数の物流事業者間での共同配
送、旅客と貨物を同時に輸送する貨客混載等の施策
を推進している。過疎地域では平成 29 年から規制
緩和により 350kg 以上の貨物を輸送する貨客混載
が可能となった。また、過疎地域以外においてもニー
ズが一定程度確認できたことから、令和 5 年 3 月に
は実施区域の見直し等の措置を講ずることとなった。
しかし、バス路線、鉄道路線を活用した貨客混載の
事例はいまだ少ないことから、運転者不足問題への
対応策としての有効性は不明確である。

本研究は、既存のバス路線、地域鉄道路線を活用
した貨客混載を推進するための知見の提供を目的と
する。全国の過疎地域で運行されているバス路線、
地域鉄道路線のうち、物流事業者の営業所付近を通
過するものを対象とし、数値計算によるシミュレー
ションで貨客混載の実施による運転時間の省力化の
可能性を提示する。

２．研究方法

本研究は、バス、鉄道に関するネットワークデー
タと過疎地域の人口データを用いたシミュレーショ
ンに基づき、貨客混載の展開可能性を考察する。バ
ス、鉄道それぞれの交通モードの特徴を活かし、既
往研究を参考とした GIS を用いた経路探索結果から、

運転時間の省力可能性などを算出する。

データ整理の流れを図 1 に示す。以下、図中の番

号に従ってそれぞれ述べる。

バス路線のシミュレーションで用いるデータであ

る、運送会社 3 社（ヤマト運輸、佐川急便、西濃運

輸）の営業所の住所（A-1）は、NAVITIME のホー

ムページの一覧表を用いる。当該ページから取得し

た住所を東京大学空間情報科学研究センターが提供

する「CSV アドレスマッチングサービス」を用いて

ジオコーディングを行う（A-2）。

人口データは、令和 2 年国勢調査小地域人口デー

タを e-stat から取得する（B-1）。過疎地域のデータ

については、国土数値情報ダウンロードサイトから

取得する。当該データは、過疎地域自立促進特別措

置法に基づき指定された過疎地域（平成 29 年現在）

である。バスルートのデータは、国土数値情報ダウ

ンロードサイトから取得する（C-1）。これは、地方

自治体、バス事業者等から収集したバスルート資料、

GTFS-JP データから作成された令和 4 年度現在のも

のである。バスルートのラインデータはバス停で区

切られていることから、各営業所を最寄りのバス停

（ノード）に接続する（C-2）。鉄道駅データについ

てもまた、国土数値情報ダウンロードサイトから取

得する（D）。これは、国土地理院「数値地図 25000（空

間データ基盤）」、「電子地形図（タイル）」、（株）電

気車研究会・鉄道図書刊行会「鉄道要覧」、各鉄道

事業者の公式 website 等から作成された令和 5 年度

現在のものである。

E から K についてはバスに関するデータ整理のフ

ローである。先に整理した過疎地域から、分析対象

とするものを抽出する（E、F）。ここで分析対象と

する過疎地域の考え方は、営業所から一定距離離れ

ている過疎地域まで、バスルートを活用して荷物を

複数の公共交通が連携した貨客混載の展開可能性
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